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第１８４号

議
員　
地
方
都
市
は
、
人
口

の
減
少
に
よ
っ
て
利
用
水
量
の

減
少
が
進
展
す
る
こ
と
で
水
道

料
金
収
入
が
落
ち
込
み
、
事
業

の
収
支
が
悪
化
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
か
ら
高

度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
整
備

さ
れ
た
水
道
管
や
施
設
の
耐
用

年
数
が
限
界
を
超
え
て
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
る
。
当
市
の
水
道
事
業
の
収

支
・
経
営
状
況
及
び
老
朽
化
し

た
水
道
管
や
管
理
施
設
等
の
更

新
状
況
は
。

市
長　

令

和

６

年

度

の

決
算
で
は
、
収
益
的
収
入

６
億
９
６
３
３
万
円
、
収
益
的

支
出
６
億
７
１
３
５
万
円
、

当
年
度
純
利
益
２
４
９
８
万

円
で
、
経
常
収
支
比
率
は

１
０
３
・
８
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
末
時
点
で
の

管
路
総
延
長
約
３
３
７
㎞
に
対

し
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る

管
路
延
長
は
約
１
２
８
km
と
な

っ
て
お
り
、
老
朽
化
を
示
す
経

年
化
率
は
約
38
％
だ
。
将
来
の

更
新
費
用
や
収
支
の
見
通
し
、

国
の
支
援
制
度
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
、
水
道
事
業
の
適
正
な

運
営
に
向
け
た
検
討
を
現
在
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
経
営

指
標
や
将
来
の
更
新
費
用
を
精

査
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
で

安
定
し
た
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
確

実
に
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
全
国
大
会
等
へ
の
参
加
に
係

る
多
額
の
費
用
の
一
部
補
助
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

平
成
27
年
４

月
か
ら
、
当
市
の
Ｐ
Ｒ
と
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
大
会

規
模
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

市
内
開
催
や
、
全
国
で
行
わ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
補
助
金
の
交
付
要
綱
を
定
め

て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
７
団

体
及
び
２
名
の
個
人
の
方
に
合

計
34
万
円
を
交
付
す
る
見
込
み

だ
。
こ
れ
ま
で
の
補
助
上
限
額

は
、
近
隣
市
の
補
助
額
を
参
考

に
し
て
定
め
て
い
た
が
、
昨
今

の
物
価
高
に
よ
る
影
響
も
鑑

み
、
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正

も
視
野
に
入
れ
る
。

議
員　
限
ら
れ
た
財
源
の
使

い
方
を
見
直
す
べ
き
で
、
地
域

全
体
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取

り
組
む
方
々
を
支
援
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
夏
ま
で
に
要
綱

改
正
、
財
源
確
保
で
き
れ
ば
実

施
可
能
だ
が
所
見
は
。

市
長　
一
人
ひ
と
り
の
全
て

の
市
民
は
、
我
々
に
と
っ
て
大

切
な
宝
で
あ
る
。
大
会
の
規
模

や
参
加
人
数
、
ま
た
は
開
催
地

ま
で
の
距
離
な
ど
の
諸
条
件
を

精
査
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
要
綱
を
作
成

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
全
国
大
会
参
加
支
援
を

　

諸
条
件
を
精
査
し
、
要
綱
の
作
成
を
行
う

市民誰もがスポーツに打ち込める環境を   
学童軟式野球大会の様子

質 問 項 目

磯 﨑 翔 太
（創政会）

・水道事業について
・防災事業について
・スポーツ支援につい
て

一 般 質 問（文責本人） 一 般 質 問（文責本人）

磯﨑議員の
動画はこちら


